









































































































































































































































































































































































































































































保証債務不存在確認の訴えが係属中に、 主債務が弁済されたため保証債務が消滅したことについて当事者間で争いがない場合、 確認の利益がなくなるとして、 訴えを却下した事案
　
債務不存在確認請求控訴事件
　
福岡高等裁判所平成
26年 （ネ） 第
468号
　
平成
27年
3月
12日第
3民事部判決
　
金融・商事判例
1474号
16頁、 判例時報
2273号
82頁
の利益、正確には即時確定の利益を否定したのかも
しれないが、将来どのような行動をとるのか確実に
予測できないことを考慮すれば（その意味では、裁
判外で示談が成立し、Ｙによる権利行使の可能性が
完全になくなっているような場合は別であるが）、
やはり確認の利益を否定すべきではなかったと考え
られる 14）15）。
